
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

一通のメールから勇気づけられて 
校 長  佐 藤 藤 彰 

 
１０月半ばから、新型インフルエンザに南部小学校は振り回されております。学級閉鎖や学校閉

鎖を行うことで感染の広がりを一応押さえることができたのですが、数日するとまた感染が広がり、

対応に苦慮しているところです。報道されているように、確かに感染力は強いようです。罹患者数２

２名が、翌々日には６３名になったときもありました。延べにすると罹患者は１３８名になります。感

染の広がりを防いでいくために、全校朝会や集会、縦割り班での清掃など、多学年が関わっての

活動を自粛しているところです。校医の先生からは、重症者を出さないためにも県の対応指針に

基づいて対応していきましょうと指導を受けておりますので、今後とも子どもたちの状況等を把握し、

校医の先生や教育委員会と相談しながら対応してまいります。 
 こうした中、一通のメールが届きました。５年生は、「総合の時間」に米作りに取り組んでいます。

米作りを体験的に学ぶとともに、グループごとに米の種類を調べたり、米を使った調理、わら細工

などに取り組んだのです。あるグループは、二つのスーパーさんの協力を得て、米の販売に取り

組みました。すると、本校卒業生のある方からメールが届いたのです。 
 「―『元気もりもり南部米』食べましたー  南部小学校の５年生・先生方   本日スーパーで一

袋購入し、夕食さっそくいただきました。小学生のお兄さん・お姉さんに、うちの子供（４歳男児）が

ドキドキしながらお金を渡したんだそうです。優しく接してくださりありがとうございました。また、夕

食でいただいたとれたての新米は光り輝いていて、とてもおいしくごちそうになりました。手作りの

ラベルも拝見しました。生き生きした顔で楽しそうに作っている姿に、農家の方にアドバイスいただ

きながら一生懸命作ったんだなというのが想像できました。自分の身の回りで作られ、作った人の

顔が見えて安心して食べられるということは本当に幸せなことですね。ごちそうさまでした。」と。 
このメールを読ませてもらい、インフルエンザの対応で苦慮していたときだけに子どもたちの活

動や本校の教育活動を見守り応援してくださる方のありがたさを感じましたし、勇気づけられた思

いをいたしました。職員には、「困難な状況ではあるが、教育活動の質を維持し高めていくために

も攻めの姿勢で取り組んでいこう。」と話しているところです。 
 

■
十
月
五
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま

で
の
約
一
ヶ
月
間
、
本
校
の
卒
業
生

が
、
教
育
実
習
を
母
校
で
行
い
ま
し

た
■
配
属
学
級
は
五
年
一
組
で
、
担

任
の
阿
部
宏
子
教
諭
の
指
導
の
も

と
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
様
々
な

学
習
や
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ

ま
し
た
■
休
み
時
間
に
は
子
ど
も

た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
の
で
、
子
ど

も
た
ち
も
大
好
き
な
先
生
で
し
た 
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発行日  平成２１年１１月２０日 

発行所  寒河江市立南部小学校 
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＜学校教育目標＞ 
学び確かに 心豊かに 体健やかに 

 

日 曜 校 内 の 予 定 日 曜 校 内 の 予 定 

２０ 金 研究授業１の１・５の１ 南部会 １ 火 安全の日（安全点検） 理科支援員来校 

２１ 土  ２ 水 研究授業２の２ 

２２ 日  ３ 木 クラブ 

２３ 月 勤労感謝の日 ７ 月 指導部会 

２４ 火 クラブ 理科支援員来校 ９ 水 研究全体会 

２５ 水 スーパーとの食育連携事業（３の１） １０ 木 委員会 

１１ 金 Ｐ常任委員会 ２６ 木 委員会（代表委員会） ＩＣＴ支援員来校 

陵南学区教育懇談会（中部小） １２ 土 ４年学習会 

２７ 金 スーパーとの食育連携事業（３の２） １４ 月 職員会議 

２８ 土 ４年学習会  １７ 木 委員会（代表委員会） 

２９ 日   ２２ 火 通知表配付・学級懇談会・４年合唱発表

２４ 木 ２学期終業式 学校評価会議 ３０ 月 スーパーとの食育連携事業（３の３） 

読書旬間最終日（１１／１６～） 

心を育む学校給食週間（～１２／４） 

２５ 

 

金

 

年末年始休業（１２／２５～１／６） 

４年学習会 

 

 

南部っ子 
                   平成２１年度 

■１１月２日（月）、温室効果ガス排出量の６％削

減を目指す政府主導のプロジェクト「チーム・マイ

ナス６％」が主催する上記のイベントが本校で開か

れました■環境に関する専門家である「環境メディ

アフォーラム」（東京）の岡田真奈美さんやトヨタ

カローラ山形の環境マイスター石岡由起さんの話

を通じ、５・６年生が地球温暖化で予想される事態

や二酸化炭素の排出を抑える技術について理解を

深めました■この日の様子は、後日、ＹＢＣでテレ

ビ放送されますので、どうぞご覧ください 

     ＜  お  わ  び  ＞ 
新型インフルエンザの影響で、１１月

１８日（水）に予定していました今年度の

学校開放を中止させていただきました

が、いつでも学校においでくださり、子ど

もたちの学校での様子をご覧ください。



南
部
小
文
化
祭 

～
一
人
ひ
と
り
が
堂
々
と
表
現
～ 

十
一
月
五
日
（
木
）、
今
年
度
の
文
化
祭
を
行
い
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
伴
っ
て
当
初
の
予
定
を
延
期
し
て
の
開
催
と
な
り
、
保
護
者
や
地
域
の
み
な
さ
ま
に
は

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
発
表
で
き
な
か
っ
た
四
年
生
の
合
唱

は
、
後
日
、
発
表
の
機
会
を
も
た
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
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和 

田 

来 

叶 

↑ オープニングを飾った 
「南部ぶちあわせ太鼓」 

１年生の劇「たぬきの糸車」 ↓ 

↑  ２ 年 生 の ダ ン ス ・ 歌 ・ 演 奏

「音楽とおどりで世界をまわろう」 

３年生の劇「聞き耳ずきん」 ↓ 

↑ ５年生のＱタイム発表             
「ぼくらの米プロジェクト」  

６年生の劇「現代版桃太郎ークラスを救えー」↓

新型インフルエンザの本校の現状について 

10 月中旬より新型インフルエンザにかかる人が出はじめ、およそ１ヶ月が経過し

ました。下のグラフからもわかるように、10 月 23 日に罹患者の急激な増加がみら

れたため、７日間「学校閉鎖」の措置をとりました。また、11 月初旬にも一部学年で

の流行が見られ、学年閉鎖等、流行拡大防止の措置をとってきました。この間、学

校医・保健所の指導を受け、教育委員会と対応策を検討しながらすすめてまいりま

したが、保護者のみなさまには多大なるご理解とご協力をいただき、また地域のみ

なさまにも大変ご心配をおかけしました。現在のところは、罹患者も減少しほぼ平

常に近い学校生活を送ることができています。しかしこれからまた第２の流行、さら

には季節性のインフルエンザの流行も懸念されます。引き続き、うがい・手洗い、

手指の消毒などの予防や流行拡大防止の取り組みを継続するとともに、学校医の

助言をいただきながら状況に応じた適切な対応に努めていきたいと思います。 

新型インフルエンザ罹患状況
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